
高校卒業後の生活と意識に関するアンケート 

＜保護者用＞ 

問 1．まず、あなたとお子様との続柄についておうかがいします。あてはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

１ 父親 ２ 母親 ３ その他（具体的に：   ） 

問 2．あなたはお子様と次の事がらについてどれほどひんぱんに話し合いますか。Ａ～Ｇのそれぞれに

ついて、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

ひんぱんに 時々 まったくない 

Ａ．学校や職場での出来事について ········  １ ２ ３ 

Ｂ．授業や仕事の内容について ············ １ ２ ３ 

Ｃ．学校での成績や仕事での業績について ·· １ ２ ３ 

Ｄ．お子さまの将来の仕事について ·······  １ ２ ３ 

Ｅ．お子さまの結婚について ·············  １ ２ ３ 

Ｆ．世のなかの出来事について ············  １ ２ ３ 

Ｇ．お子さまの悩み事について ············ １ ２ ３ 

この調査は、2004 年３月に高校をご卒業されたお子様に、高校３年生の冬にお答えいただい

た「高校生の生活と進路に関するアンケート」に引き続くもので、お子様のご家庭での生活や

親子関係について保護者の方におうかがいするものです。若者の日常生活や進路選択、進路・

職業意識の実態を、ご家庭からの情報と合わせて包括的とらえることによって、教育行政や労

働行政に役立てていくことを目的としています。 

ご回答いただきました調査の結果は統計的に処理し、本来の目的以外に使用することは一切

ございません。また個人に関する情報を公表することも決してございませんので、どうぞあり

のままをお答えください。調査の趣旨をご理解いただき、アンケートへのご協力を賜りますよ

う、何卒よろしくお願い申し上げます。 

アンケートには、保護者の方ならば、どなたにご回答いただきましても結構ですが、最後ま

でお一人の方がご回答ください。ご回答いただきましたアンケートは、お忙しいなか申し訳ご

ざいませんが、同封の返信封筒（切手不要）をご利用いただき、11月１日までにご投函くださ

いますようお願いいたします。ご不明な点などございましたら、研究代表者までお問い合わせ

ください。 

2006年 10月 「高校卒業後の生活と意識に関する調査」研究会 

  代表 東京大学社会科学研究所 教授  石田 浩 

東京大学社会科学研究所 助教授 佐藤 香  

ご協力のお願い 

あなたとお子様についておうかがいします。 
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問 3．お子様が高校生のときを振り返ってください。あなたはお子様と一緒に、次の活動・行事にどれ

ほどひんぱんに参加されましたか。Ａ～Ｈのそれぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけ

てください。 

ひんぱんに ときどき めったにない まったくない 

Ａ．学校での行事(体育祭・学芸会など) · １ ２ ３ ４ 

Ｂ．コンサート・劇・映画 ·········· １ ２ ３ ４ 

Ｃ．スポーツ観戦 ·················· １ ２ ３ ４ 

Ｄ．冠婚葬祭・盆・正月・誕生日 ···· １ ２ ３ ４ 

Ｅ．行楽や旅行 ···················· １ ２ ３ ４ 

Ｆ．趣味・スポーツ ················ １ ２ ３ ４ 

Ｇ．買い物 ························ １ ２ ３ ４ 

Ｈ．外食 ·························· １ ２ ３ ４ 

問 4．お子様が高校生のとき、あなたはお子様の親しい友人の名前（あだなを含む）をご存知でしたか。

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１ 知っていた ２ 知らなかった 

問 5．あなたはお子様を育てるにあたって、Ａ～Ｏのそれぞれについて、どれほど重要と考えてこられ

ましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

とても重要 やや重要 

どちらとも

いえない 

あまり重要 

ではない 

重要 

ではない 

Ａ．成功しようと努力すること ············· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｂ．誠実であること ······················· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｃ．良識のある判断ができること ··········· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｄ．自制心があること ····················· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｅ．まわりの人と協調できること ··········· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｆ．親の言うことをよく聞くこと ··········· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｇ．責任感があること ····················· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｈ．思いやりがあること ··················· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｉ．探求心が強いこと ····················· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｊ．まじめであること ····················· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｋ．信念を貫くこと ······················· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｌ．仲間にながされないこと ··············· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｍ．礼儀正しいこと ······················· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｎ．身だしなみがよいこと ················· １ ２ ３ ４ ５ 

Ｏ．男らしく、または女らしくふるまうこと · １ ２ ３ ４ ５ 
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問 6．お子さまが30歳ごろになったときに、どのような働き方をしてほしいと考えていらっしゃいます

か。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１ 正社員として働く ５ アルバイトやパートで働く 

２ 自分で事業を起こす ６ 専業主婦・主夫になる 

３ 親の家業をつぐ ７ その他(具体的に： ) 

４ 独立して一人で仕事をする ８ わからない 

問 7．あなたとお子様との間に、ひと月に平均してどの程度の金銭のやり取りがありますか（学費を除

く）。(a)あなたからお子様へ（仕送りなど）、および(b)お子様からあなたへ（家にお金を入れ

るなど）の両方について、下記の「Ａ．合計」欄   に合計金額を記入してください。その上

で、差し支えない範囲で、表に示した内訳（Ｂ．住居費、Ｃ．こづかい・その他）についてもご

記入ください。 

(a)あなたからお子様へ (b)お子様からあなたへ 

〔記入例〕（お子様が毎月合計 3万円入れておられる場合） 

Ａ． 合計 ···································  ０円 30,000円 

Ａ．合計 ···································  円 円 

内
訳

Ｂ．住居費 ································ 円 円 

Ｃ．食費・こづかい・その他 ················ 円 円 

問 8．あなたのお子様は、学校に通っておられますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１ 通っていない 4 ページ問 9.へおすすみください。 

２ 通っている 

付問 8-1.にお答えください。 

付問8-1．今年１年間で、お子様に要する学費はいくらぐらいですか。 

  内にあてはまる金額をご記入ください。 

およそ 円 

4 ページ問 9.へおすすみください。 
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問 9．現在の家族構成についておうかがいします。(a)と(b)には、あてはまる続柄と生年を記入してく

ださい。(c)と(d)のそれぞれについては、あてはまる番号１つに○をつけてください。(e)には、

ご家族の合計人数をお答えください。 

(a) あなたとの続柄 (b)生年 (c)性別 (d)あなたとの同居 

西暦 男 女 同居 別居 離死別 単身赴任 

あなた（ご本人） 年 １ ２ ― ― ― ― 

配偶者 年 １ ２ １ ２ ３ ４ 

2004年3月に高校を卒業

されたお子様 
年 １ ２ １ ２ ３ ― 

そ
の
他
の
ご
家
族

年 １ ２ １ ２ ３ ― 

年 １ ２ １ ２ ３ ― 

年 １ ２ １ ２ ３ ― 

年 １ ２ １ ２ ３ ― 

年 １ ２ １ ２ ３ ― 

(e) 合計 人 

問 10．あなたの現在のお住まいは、次のどれにあたりますか。あてはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。 

１ 持ち家（一戸建） ６ 社宅・寮・官舎・公舎 

２ 持ち家（分譲マンション） ７ 下宿・間借り 

３ 民間の賃貸アパート・マンション・住宅 ８ その他（具体的に：   ） 

４ 公団の賃貸アパート・住宅 ９ わからない 

５ 公営の賃貸アパート・住宅 

問 11．かりに現在の日本の社会全体を５つの層に分けるとすれば，あなた自身はこのどれに入ると 

思いますか。あなたの気持ちに一番近い選択肢の番号１つに○をつけてください。 

上 中の上 中の中 中の下 下 わからない 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

ご家族についておうかがいします。お答えいただける範囲でご記入ください。 

全員がお答えください。 
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問 12．お子様の父親（男性保護者）についておうかがいします。以下のＢ～Ｄ(a～c)のそれぞれにつ

いて、あてはまる番号１つに○をつけてください。該当する方がいらっしゃらない場合は、Ａに

○をつけて、問12.へおすすみください。 

 

Ａ そういう人はいない ６ページ問 12.へおすすみください 

Ｂ 学歴 

 １ 中学校 ３ 専修学校・各種学校 ５ 大学 ７ わからない 

 ２ 高等学校 ４ 短大・高専 ６ 大学院   

Ｃ 就業形態 

 １ 経営者・役員 ６ 家族従業者 

 ２ 常時雇用されている一般従業者 ７ 内職 

 ３ 契約社員、嘱託、登録型派遣社員 ８ その他（具体的に：                 ） 

 ４ 臨時雇用、パート、アルバイト ９ 無職（退職を含む）  問7.へおすすみください 

 ５ 自営業主   

Ｄ お仕事をされている方におうかがいします。主な仕事１つについてお答えください。 

 
(a)

業

種 

１ 農林漁業・鉱業 ９ 金融・保険業 

２ 建設業 10 不動産業 

３ 機械器具製造業（電気機器・自動車製造など） 11 個人サービス業（ホテル・理美容など） 

４ その他の製造業 12 情報・調査・広告などのサービス業 

５ 電気・ガス・熱供給・水道業 13 医療・保健・福祉などのサービス業 

６ 運輸業 14 その他のサービス業（リース、保安、業務請負業を含む） 

７ 通信業 15 公務員 

８ 卸売・小売業、飲食店 16 その他（具体的に：               ） 

(b) 

企

業

規

模 

 

（本社・支社などすべて含めた従業員数、パート・アルバイトは除く） 

１ 29 人以下 ３ 100～299 人 ５ 500～999 人 ７ 公務員 

２ 30～99人 ４ 300～499 人 ６ 1000人以上   

  

(ｃ) 

職

種 

１ 専門・技術的職業（医師、看護師、弁護士、教師、技術者、デザイナーなど専門的知識・技術を要するもの） 

２ 管理的職業（企業・官公庁における課長職以上、議員、経営者など） 

３ 事務的職業（企業・官公庁における一般事務、経理、内勤の営業など） 

４ 販売的職業（小売・卸売店主、店員、不動産売買、保険外交、外勤のセールスなど） 

５ 技能工・生産工程に関わる職業（製品製造・組み立て、自動車整備、建設作業員、大工、電気工事、農水産物加工など） 

６ 運輸・通信的職業（トラック・タクシー運転手、船員、郵便配達、通信士など） 

７ 保安的職業（警察官、消防官、自衛官、警備員など） 

８ 農・林・水産に関わる職業（農作物生産、家畜飼養、森林培養・伐採、水産物養殖・漁獲など）、 

９ サービス的職業（理・美容師、コック・料理人、ウェイトレス、スチュワーデスなど） 

10 その他（具体的に：                      ） 
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問 13．お子様の母親（女性保護者）についておうかがいします。以下のＢ～Ｄ(a～c)のそれぞれにつ

いて、あてはまる番号１つに○をつけてください。該当する方がいらっしゃらない場合は、Ａに

○をつけて、問13.へおすすみください。 

 

Ａ そういう人はいない ７ページ問 13.へおすすみください 

Ｂ 学歴 

 １ 中学校 ３ 専修学校・各種学校 ５ 大学 ７ わからない 

 ２ 高等学校 ４ 短大・高専 ６ 大学院   

Ｃ 就業形態 

 １ 経営者・役員 ６ 家族従業者 

 ２ 常時雇用されている一般従業者 ７ 内職 

 ３ 契約社員、嘱託、登録型派遣社員 ８ その他（具体的に：                 ） 

 ４ 臨時雇用、パート、アルバイト ９ 無職（専業主婦・退職を含む） 問8.へおすすみください 

 ５ 自営業主   

Ｄ お仕事をされている方におうかがいします。主な仕事１つについてお答えください。 

 
(a)

業

種 

１ 農林漁業・鉱業 ９ 金融・保険業 

２ 建設業 10 不動産業 

３ 機械器具製造業（電気機器・自動車製造など） 11 個人サービス業（ホテル・理美容など） 

４ その他の製造業 12 情報・調査・広告などのサービス業 

５ 電気・ガス・熱供給・水道業 13 医療・保健・福祉などのサービス業 

６ 運輸業 14 その他のサービス業（リース、保安、業務請負業を含む） 

７ 通信業 15 公務員 

８ 卸売・小売業、飲食店 16 その他（具体的に：               ） 

(b) 

企

業

規

模 

 

（本社・支社などすべて含めた従業員数、パート・アルバイトは除く） 

１ 29 人以下 ３ 100～299 人 ５ 500～999 人 ７ 公務員 

２ 30～99人 ４ 300～499 人 ６ 1000人以上   

  

(ｃ) 

職

種 

１ 専門・技術的職業（医師、看護師、弁護士、教師、技術者、デザイナーなど専門的知識・技術を要するもの） 

２ 管理的職業（企業・官公庁における課長職以上、議員、経営者など） 

３ 事務的職業（企業・官公庁における一般事務、経理、内勤の営業など） 

４ 販売的職業（小売・卸売店主、店員、不動産売買、保険外交、外勤のセールスなど） 

５ 技能工・生産工程に関わる職業（製品製造・組み立て、自動車整備、建設作業員、大工、電気工事、農水産物加工など） 

６ 運輸・通信的職業（トラック・タクシー運転手、船員、郵便配達、通信士など） 

７ 保安的職業（警察官、消防官、自衛官、警備員など） 

８ 農・林・水産に関わる職業（農作物生産、家畜飼養、森林培養・伐採、水産物養殖・漁獲など） 

９ サービス的職業（理・美容師、コック・料理人、ウェイトレス、スチュワーデスなど） 

10 その他（具体的に：                      ） 
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問 14．昨年度のご家族全体の税込み年収（賞与込み）について、あてはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

１ 100万円未満 ６ 500～600 万円未満 11 1000～1100万円未満 

２ 100～200万円未満 ７ 600～700 万円未満 12 1100～1300万円未満 

３ 200～300万円未満 ８ 700～800万未満 13 1300～1500万円未満 

４ 300～400万円未満 ９ 800～900 万未満 14 1500～2000万円未満 

５ 400～500万円未満 10 900～1000万円未満 15 2000万円以上 

 

 

問 15．現在のあなたのお宅の暮らし向きは、この中のどれにあたるでしょうか。あてはまる番号１つ

に○をつけてください。  

豊か やや豊か ふつう 
あまり豊か
ではない 

豊かでは 
ない 

わからない 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

 

 

 

問 16．あなた自身にとって、次の事がらはどれほど重要ですか。Ａ～Ｎのそれぞれについて、あては

まる番号１つに○をつけてください。 

 

 とても重要 少し重要 重要ではない 

Ａ．仕事で成功すること ···························   １ ２ ３ 

Ｂ．結婚して幸せな家庭生活をおくること ···········   １ ２ ３ 

Ｃ．お金持ちになること ···························   １ ２ ３ 

Ｄ．親友をもつこと ·······························   １ ２ ３ 

Ｅ．人の役に立つこと ·····························   １ ２ ３ 

Ｆ．子どもを育てること ···························   １ ２ ３ 

Ｇ．親や親せきの近くで暮らすこと ·················   １ ２ ３ 

Ｈ．世のなかのさまざまな不平等を無くすために 
社会活動をすること ···························   

１ ２ ３ 

Ｉ．子どもには自分よりも恵まれた条件を与えること ·   １ ２ ３ 

Ｊ．好きなことを楽しむ時間をもつこと ·············   １ ２ ３ 

Ｋ．子どもが自立できるようにすること ·············   １ ２ ３ 

Ｌ．仕事で人に尊敬されること ·····················   １ ２ ３ 

Ｍ．よい教育をうけること ·························   １ ２ ３ 

Ｎ．安定した仕事につくこと ·······················   １ ２ ３ 

 

 

 

あなたのお考えについておうかがいします。 
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問 17．あなたの老後の生活を考えてみてください。あなたの考えは、次のどれにもっとも近いですか。

あてはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１ 老後の生活も自分で責任を負い、年金に頼るべきではない 

２ 老後の生活についても基本的に自分で責任を負うが、足りない分は年金で補えばよい 

３ 老後の生活は、自分の子どもなどの家族が面倒をみるべきであり、年金に頼る必要はない 

４ 老後の生活は、基本的に自分の子どもなどの家族が面倒を見るべきであるが、足りない分

は年金で補えばよい 

５ 老後は国からの年金に頼って生活したい 

６ わからない 

 

問 18．これからの少子高齢化社会では、福祉へのニーズが高まります。そこで誰が中心となって負担

をになうべきだと思いますか。もっともあてはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１ 個人や家族が負担すべきだ 

２ どちらかといえば個人や家族が負担すべきだ 

３ どちらかといえば政府が負担すべきだ 

４ 政府が負担すべきだ 

５ わからない 

 

問 19．最後に、お子様の最近の生活や親子関係について、感じられておられることを  内にご自由

にお書きください。 

 

 
以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。 

アンケートは、同封した封筒に入れて、11月１日までにご投函ください。 
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